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１．はじめに 

韓国では日本と同様に小規模の家族農（零細農）

が多くあり、こうした零細な家族農家は高齢化、経

営能力の不足及びFTA体系下の市場開放などにより

農家所得の低下、農村地域経済の弱体化が止まらな

い状況である。こうした状況のなか、衰退されてい

る農村経済を活性化させるための手段として、最近、

農業の6次産業化が注目を浴びている。農産物をは

じめ農村地域に存するあらゆる資源を利活用し、2

次産業（加工）、3 次産業（流通、農村観光など）

と連携しながら、付加価値を高く付けるのかが農村

地域経済の持続可能性を確保するための重要なポイ

ントになる。 

最近、韓国農魚村では、農漁業を基盤とした6次

産業化が多様な形で展開し、その例としては、農業

体験農園、農家レストラン、農産物直売所などが挙

げられる。 

そこで本稿では、韓国農村における6次産業の成

立基準および優良事例分析を通じて6次産業化の成

功要因と課題について論じることにした。 

２．6次産業の成立基準 

6 次産業化というのは、1990 年代の中ごろ今村

奈良臣教授が停滞した農業、農村の活性化を図る

ために提案している概念で、農業は第 1 次産業に

のみとどまるのではなく、第 2 次産業や第 3 次産

業にまで踏み込む必要があり、農企業の多角化と

農業の総合産業化を展開することと定義している。 

このように農業を基盤とし農村地域経済の多角

化を実現するためには、最小限の成立基準を定め

る必要がある。成立基準を考える際に重要なポイ

ントは、6 次産業化を進めることによって、地域

農業（農家）といかに密接な良い関係を結ばれる

のかと地域内で新たな雇用機会を創り出されるの

かである。 

本稿では、韓国での事例分析から 6 次産業の成

立基準を次のように導出した（図１参照）。 

第一に、2 次産業に使われる原料は地域内で供

給することである。6 次産業経営体が所在する地

域のモノを最低 50％以上調達しなければならない。 

第二に、1 次、2 次産業に勤める従業員のうち

50％以上は地域住民から雇うことである。 

第三に、流通、マーケティング及び観光など 3

次産業を地域住民により運営する 6 次産業経営体

が主導権を握ることである。 
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図１. 6次産業の模式図 
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図3．西部忠南高品質養豚の6次産業化 

３．6次産業化優良事例分析 

最近、韓国農村では様々な形態で6次産業化が進

んでいるが、本稿では、三つの事例を分析しながら

成功要因を探ってみる。 

（１）禮山リンゴワイン（株） 

 ここの 6 次産業の基本構造は、図 2 のように 1

次-リンゴ生産、2 次-リンゴを加工しワイン製造、

3次-直販、体験、教育サービスとなっている。 

 1 次産業では、3ha の直営（自家）果樹園でリン

ゴを生産する。生産量の 50％は直販、30％は体験、

20％はワイン原料として使われている。2 次産業で

は、100％地域農産物（直営果樹園と地域農家のリ

ンゴ）を加工してリンゴワインなどを製造する。 

 3 次産業では、リンゴをテーマにした各種体験プ

ログラム、オンラインなどでの直販している。 

（２）西部忠南高品質養豚農業会社法人 

西部忠南高品質養豚（農業会社法人）の6次産業

の基本構造は1次-養豚飼育、2次-豚肉を加工しハ

ムとソーセージ製造、3 次-直販、体験、直営レス

トランとなっている（図3参照)。 

 1 次産業では、地域の 65 戸養豚農家により健康

に良いomega-3が豊富に含まれている豚肉を生産す

る。2 次産業では、上記の畜産農家から得られた豚

肉を加工して年間約300トンの生ハム、フランクソ

ーセージ、ベーコンなどを製造している。3 次産業

では、廃校空間を活用して直営レストラン（豚肉料

理中心）と豚肉直売場の運営、ソーセージ作り体験

などがある。  

（３）論山イチゴおばさん農園 

 論山イチゴおばさん農園の 6 次産業の基本構造

は、図4のように1次-イチゴ生産、2次-イチゴを

加工しジャム、餅など製造、3 次-直販、体験であ

る。 

 1次産業では、１haの直営（自家）農園でイチゴ

を親環境農法で生産している。2 次産業では、

100％自家農園で生産されたイチゴを加工してイチ

ゴジャム、イチゴ唐辛子味噌、イチゴ餅などを製造

する。3 次産業では、イチゴをテーマにした各種体

験プログラム運営、オンライン直販をしている。 

以上の三つの事例から得られた共通の成功要因を簡

単に整理すると次の通りになる。 

 第一は、1 次、2 次、3 次産業が有機的に連携し

た農場型体験農園を造成したこと。第二は、農場に

訪問した都市民との密接なネットワークを通じて消

費者を確保することでマーケティング費用をゼロに

納めたこと。第三は、消費者に安心、安全な農産物

加工品提供し消費者との厚い信頼関係を構築したこ

とが上げられる。 

４．韓国農村における6次産業化の課題 

2013 年 2 月にスタートした韓国の新政府も農漁

業の6次産業化に関心を持ち多様な施策を図ってい

る。実際に、農村地域では既に6次産業化が進んで

いる。しかし、更に活性化していくためには、解決

しなければならない課題も少なくない。まず、何り

より6次産業化を導く専門人材を育成することであ

る。また、6 次産業化を持続的に支援する自治体レ

ベルでの中間支援組織を設置する必要がある。そし

て、農林水産物以外に農漁村に潜在している景観資

源、文化資源、自然エネルギー資源なども活かした

新たな6次産業化のモデルを開発することも重要な

課題となっている。 
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図2. 禮山リンゴワインの6次産業化 

図4．論山イチゴ農園の6次産業化 
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